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であり,言わば, ｢揺動平均場理論｣ とも呼ぶべきものである.2)基本の考え方は, iという格
子点の平均場 hLを,格子点 乙と直接結合 しているボンドによる熱的ゆらぎの効果もとり入れ
ることである｡これは, ｢直接的な揺動平均場理論｣であり, T｡の低い系 を調べるには,自
分自身に直接働 く平均場は除き,クラスターを通 して働 く平均場のみを考えると,近似がさら
に良くなる｡ これを ｢間接的な揺動平均場理論｣という≡)一次元イジング模型にこれらの方法
を適用すると,いずれもr｡-0を与え,正 しい結果となる｡2次元正方格子に後者の方法 を
適用すると, tanhK -o･40458-とな り,オンサーガの厳密解 tanhKc-JF-1-0･41421C
-･に非常に近い値となる｡これは,菊地近似よりもはるかに良い値である｡今後,フラス トレ













阪大 ･工 笠 井 康 弘
現実的な短距離相互作用系において,スピングラス状態は非平衡一準安定ではあるが長距離
秩序に近いクラスター構造をもつことが示唆される｡
はじめに,任意の固定された±′ボンド配置をもつイジングスピン系 (ミクロ･クエンチ系 )
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